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　人と海が近い漁港として魚津港がある。魚津港近くの
一人でやっている小さな鮨屋で地の物の青魚を食べる。
二人ででかけて一人５０００円で仕上げる。宿はビジネ
スホテル。ホテルから歩いて鮨屋に行く。鮨屋の前の駐
車場に軽トラックの新古車が置いてあった。半導体部品
が不足して納車までが半年という時期であった。山暮ら
しに重宝なので注文して東京から夜行バスに乗って引
き取りに行った。四段自動変速、パートタイム四駆、空調
装備が気に入ったからだ。魚津港の岸辺に諏訪神社があ
るので拝礼した。しめ縄が海に向かって掛けてあった。
この諏訪大社は富山湾に面しているために護岸工事が

されていない時代には社寺ごと何度も波に浸食されて
いる。八月初旬に国の重要無形民俗文化財に指定され、
ユネスコの無形文化遺産に登録されている「たてもん祭
り」がここで開かれる。信州からは農産物が、魚津からは
塩と魚が運ばれ交易が盛んであった。諏訪神社の拝殿前
に広がる青い海が眩しい。
　魚津市に行くと海の向こうを眺める。もしかして蜃気
楼がでているのではないかと。見えたのは能登半島の島
影であった。３月１８日の夕刻に魚津港近くの鮨屋で地物
のバイガイを刺身で食べた。ホテルに車を入れて海に向
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